
【経緯】

【協議会結果】

有田市立病院の転換後の病床機能別病床数

資料 1

○　有田市立病院の急性期病床５４床を回復期病床（地域包括ケア病床）５４床への転換について承認
○　その転換に併せて、病床機能転換補助事業の活用について協議した結果、その設備整備事業の活用（機材の購入）について承認

第２回有田保健医療圏構想区域調整会議（個別協議）の結果（平成２９年４月２０日開催）

○平成２９年３月２日開催の第２回有田保健医療圏構想区域調整会議において有田市立病院から急性期病床５４床を回復期病床（地域包括ケア病
床）５４床に平成２９年７月１日から転換したい旨の意向が示され、これを受けて平成２９年４月２０日同調整会議（個別協議）を開催した。

出席委員：有田市医師会長　有田医師会長　有田市立病院長　済生会有田病院長　西岡病院長（代理出席）　桜ケ丘病院長（代理出席）　有田南病
院長（代理出席）
（※委任状提出）おおち眼科院長　土屋クリニック院長　橋本胃腸肛門外科院長　森下整形外科院長　しまクリニック院長

医療機関名 病床種別 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

有田市立病院 一般病床 0 54 99 0 153
療養病床 0 0 0 0 0

病床機能転換した場合の合計 一般病床 0 260 133 53 446
療養病床 0 0 80 170 250

合計 0 260 213 223 696



医療機能
２０２５年にお
ける必要病床
数（床）　Ａ

２０１８年２月
２２日現在病
床数（床）　Ｂ

Ｂ－Ａ

①高度急性期 0 0 0
②急性期 146 260 114
③回復期 148 213 65
④慢性期 201 223 22

計 495 696 201
※有田南病院　急性期２６床のうち６床を回復期病床（地域包括ケア病床）への転換予定を含む

※｢協議の場｣における取り組み方針

有田保健医療圏　病床機能別病床数

病床機能の変更等に関する近畿厚生局への届出事項など｢協議の場｣における議題になりうる案件等に関してはあらかじめ
（医務課・保健所）と協議をおこなう。

医療機関名 病床種別 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

一般病床 0 108 45 0 153
療養病床 0 0 0 0 0
一般病床 0 104 0 0 104
療養病床 0 0 80 0 80

一般病床 0 0 0 50 50
療養病床 0 0 0 49 49

一般病床 0 32 28 0 60
療養病床 0 0 0 60 60

一般病床 0 20 6 0 26
療養病床 0 0 0 45 45

一般病床 0 19 0 0 19
療養病床 0 0 0 0 0

一般病床 0 10 0 0 10
療養病床 0 0 0 0 0

一般病床 0 19 0 0 19

療養病床 0 0 0 0 0

一般病床 0 0 0 3 3
療養病床 0 0 0 16 16

一般病床 0 2 0 0 2
療養病床 0 0 0 0 0

※おおち眼科は、平成２９年３月１５日付け構造設備の一部変更のため、４床→２床へ

一般病床 0 314 79 53 446
療養病床 0 0 80 170 250

合計 0 314 159 223 696

急性期病床５４床を７/1に回復期病床（地域包括ケア病床）に転換

一般病床 0 54 99 0 153

療養病床 0 0 0 0 0

一般病床 0 260 133 53 446

療養病床 0 0 80 170 250

合計 0 260 213 223 696
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有田保健医療圏　病院･有床診療所･病床機能別一覧


